














町人たちの出資により設立され、一七二六年に江戸幕府の官許を得て以降百四十数年の経営を続け、 一八六九 （明治二）年に閉校を迎えた学問所である。初代の学主（教授）は三宅石庵（一六六五～一七三〇）を迎え、助教は五井蘭洲らが加わった。二代目以降の学主（教授）は順に中井甃庵（一六九三～一七五八） 、三宅春楼、中井竹山（一七三〇～一八〇四） 、中井碩果、中井桐園、並河寒泉が務めた。懐徳堂 学問は朱子学を基本としつつも特定の学を絶対化せず、諸学の利点を摂取し終始柔軟な姿勢を保ち続けていた。かくして、懐徳堂において自由かつ批判的な精神をもった学風を育んでいった。それが
懐徳堂の学問に豊かな創造性と可能性をもたらし、富永仲基（一七一五～一七四六）や山片蟠桃（一七四八～一八二一）など数々の異才を生み出した大きな要因の一つであった。
　懐徳堂は儒礼の受容と実践においても、そうした学問

















  中井履軒 『礼記雕題略』 （標題は 「礼雕題略」 のみ） 、上中下三冊。陳澔『礼記集説』刊本に施した首書や書き込み（先人の経文注釈の引用と履軒自らの批評を含む）を集めたもの。 『礼記』経文を収録せず、篇名と項目のみを挙げる。
（三）




（一）中井竹山『礼断』　筆者は中井竹山『礼断』中の引用と評注文章に対して統計を行った。 （以下、附表参照）その数の総計は一四五八回に上り（ 「按」や「竹山按」などがなく、文字にかかわる短い注記はカウントに入れない。 「又曰」は一回と数える） 、延べ四五の氏名や書名を引用したことが分かった。 もし竹山自身の評注と按語 （ 「竹山曰」 「善按 （竹山按／按） 」 、計五二九回）を除けば、総数は九二九回なる。な でも引用回数がもっとも多いのは楊鳳閣 （ 「楊曰」 ）で、計二四八回あり、総数一四五八回中の一七％となる。 （以下のパーセンテージは同例） それ 継ぐのは、鄭玄の注と孔穎達の疏 、それぞれ一七九回（一二・二八％） 一七一回（一一・七三％。 「孔疏曰／云」と合わせると一七五条、 一二％） である。さらにその次は 『説義』 （一五七回、 〇・七七％）と方厳陵（六 回、四・六％）以下の氏名 書名である。
　以上のデータから、竹山は楊鳳閣と『説義』の注釈を
はじめ、 『礼記』 鄭氏注と孔氏疏をとくに重んず ことが見て取れる。
　『礼断』 各篇の引用評注回数で見ると、 明らかに 「檀弓」
と「曲礼」二篇の引用評注回数が他の各篇のそれを遥かに上回ることが分かる。 「檀弓」 篇上下で延べ二九七回 （二〇・三七％） 、 「曲礼」篇上下で延べ二〇五回（一四・〇六％）である。そもそも「曲礼」と「檀弓」二篇の分量はもともと多く、それらに関す 注釈もそれなりに数が多い。それにしても、竹山はこの二篇の経文に対してはむろんのこ 、それらに関する注釈に対して 詳しい検討を重ねたと、理解できる。後述のように、竹山自身の注釈批評（ 「竹山曰」や按語を含む）もまたこの二篇に集中している。附表には挙げなかったが 筆者の統計によると、 「曲礼」篇上下の竹山の注釈批評と按語は延べ七六回あり、 「檀弓 それはさらに多く、一一五回に上 。両者を合算する 五二九回ある釈批評と按語のうちの三六・一一％を占めてい この二篇の理解 いかに腐心したか、そ を垣間見 ことができる。
　さきに、 竹山は 『礼断』 の中でしばしば楊鳳閣、 『説義』







書はおそらくこの楊梧 『礼記説義集訂』のことであろう。はたしてそうであれば、 『礼断』中の楊鳳閣『礼記説義集訂』 からの引用は四〇五回にも達し、 全ての引用・評語の三割弱（二七・七七％）を占めることとな
る（四）
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ること三日にして乃ち其の為に斉 る所の者を見る」に対して発している。つまり、 祭りに先立って斎戒を行う。斎戒が三日続けば、 「 いに故人のおもかげが絶えず目先に浮かんでいるよう な
る（八）
」 という。 これは 「みな其の










は、 『中庸』鬼神章の「夫微之顕、誠之不可揜如此夫」という文章を引用して 祭祀における鬼神の 「如在其上如在其左右」を表わしている。
　中井竹山らの懐徳堂知識人は、世人が妖怪の祟りを信



































そのほか、 『易』 『尚書 『詩』 『左氏春秋 『中庸』 『論語』 『孟子』があり、計八種である。八種なのに、なぜ「七経」というのか。履軒は当初「七経」の意識で『七経雕題略』を編纂していたと考えられる。
　また、 『七経雕題略』は履軒の経学研究のいわば過渡
的な作品である。 れまでに、履軒は『七経雕題』 （ 『周易雕題』 『尚書雕題』 『詩雕題』 『左氏 礼記雕題』 『学
庸雕題』 『論語雕題』 『孟子雕題』 。その内の『礼記雕題』は散逸）を著していた。その後、 『七経雕題略』を経て、履軒は自らの経学研究を『七経逢原』 （ 『周易逢原』 夏書逢原』 『古詩逢原』 『左伝逢原』 『論語逢原』 『孟子逢原』 『中庸逢原』 。その他、 『古詩得所端 古詩古色 『大学雑議』がある）に集大成した。 七経逢原』には、 礼記という作品がない はたして履軒は晩年に 『礼記 を 「七経」から排除するという考えがあったからなのか、それとも他の理由があったからな か 知りえない
　『礼記雕題略』は履軒の礼研究の成果である。その内

















も同様な指摘がある。 ） 履軒は祭法篇の冒頭で、 「是篇所記、往往不合於礼制、於義亦甚不安。漢儒妄作之尤者。今不挙
辨（二〇）
」と、このように述べる。さ














雕題略』より遅いことが分かった。そのことから、竹山は『礼断』著作の過程で履軒の『礼記雕題略』を参考にしていたと考えられる。ところで、竹山と履軒は兄弟であり、 普段直接に学問談義を交わす機会が多かったため、二人は礼学をめぐってよく議論し合っていたと推測できる。 また、 二人は も 五井蘭洲に師事してい そこで、二人に同様な見解があるのは、約せず て意見が一致したという可能性以外に、二人が議論しての合意事項あったり、師説を受け継いだも であったりする とも考えられ
る（二一）
。




竹山曰、 忌日之制、 非古也。蓋起乎秦漢已後。何者。古昔数日以六甲、 不以一二焉。一二数者、 自秦漢矣。夫既用干支、借令今年子月甲子日、在月半。推之他年或在月首、或在月季。或犯前月、或属後月。参差









日祭の日にちを決めることに慣れているため、古礼も同様だったと勘違いする。 『礼記』 にいう 「忌日」は死んだ の干支を指す。六〇日に一回の忌日が回ってくる で、年に五、六回の忌日があるわけであるが、 それは死んだ日ではない。ゆえに、忌日に際して祭りを行わないものの 「終身の喪」を表すために音楽を演奏しない。
三．後世は一二で日を数える。月に一回、年に一二
回の忌日がある。そのうちの一回は死んだ日にあたる。ゆえに、後世の忌 祭 古礼そのものではないものの、 「遠きを追う」という先王制礼 趣旨に合致する で、 それを廃するわけにいか 。ただし、世間が忌日祭 古礼と思っ 、古今の違いを知らぬことに対して、それを弁明せずいられないのである。
履軒は同じ条でこのように述べる。

































　ここのポイントは、 つまり三年の喪の 「大祥」 （三回忌）
の後の「禫祭」はいつ行うのか、その点 ある。それは同時に、喪が明けていつから音楽を演奏してよいかという問題に関わってくる。王粛 考えでは、二五ヶ月目に大祥祭を、同じ月に を行う。そして 是月禫、徙月而楽」という経文に従えば、すなわち二六ヶ月目に音
楽を演奏する。それに対し鄭康成（鄭玄）は、二五ヶ月目に大祥を、 翌々の二七ヶ月目に禫を行い、 そして二八ヶ月目に音楽を演奏する、と主張する。それぞれ依拠するところがあるものの、竹山は王氏の説が正しいと支持する。
　他方、履軒は『礼記雕題略』檀弓上篇の「魯人有朝祥
而莫歌者」条でこのように述べる。大祥是二十五月矣。註以魯人之 為二十四月 何哉。是不可曉者。踰月、謂至祥之次月、即二十六月矣。可知禫祭在祥月中也。 「中 而禫」章、可併
考（三〇）
。
ここから、竹山と履軒はともに王粛説に同意して、 「二十五月禫」 と考えている。その最大な理由は 二人は 「中月而禫」の「中月」は「月中（ のうち ） 」を指していると考えたからである。竹山は 『礼断』 間伝篇で、特に「父母之喪、既虞卒哭」条の「中 而禫 を解釈して、 「中月、月中也。猶中林、中谷之
中（三一）
」という。履軒



















祭私説』を補正する段階で、すでに「禫祭」をいつ行うのかという問題に気付いた。しかしこのとき、竹山はただ儀礼実行の立場から、 「大祥」の後もう服はない（除喪した）ので、 「禫」がなくてもよいと述べるに止まっていた。また、竹山は同じ項の後の「大祥之後、中月而禫」の附註「間一月也」に対して、改訂を施していない。つまり、朱子『家礼』 同じく、 「二十七月禫」になっている。
　竹山が喪大記篇、間伝篇と檀弓篇にある「禫祭」をめ






によって、中井家の儒礼実践と竹山・履軒の礼学思想の関係につい 考える。 『中井家歴代襄事録』は早期の記録が簡略だ たのを除いて、 の葬儀について詳細な記録を残し いる。それは、懐徳堂中井家の儒礼実践を研究するうえで、欠かせない重要な史料である。
　まず、甃庵襄事録の中の「三虞朝夕奠品案」の記載を
見よう。 「三虞祭」 以降、 五〇日目の 「擬卒哭」 （本来、 「卒哭」祭は死後一〇〇日目 行う。近世 本では、父母のために忌五〇日なので、中井家は卒哭をここに繰り上げた。 ）をはじめ、亡き後の「第百
日（三六）
」にいたるまで、供
え物を用意して りを行っていた。甃庵襄事録の「三虞朝夕奠品案」の記載は、 「初忌日」の己卯（一七五九）六月一七日に止まり、 「禫祭」を行っ 記録はない。この時の喪主は竹山が務め いた もし記載通り、 「禫祭」を行っていなければ、竹山のこの時の実経験はあの『喪祭私説』の「今既祥無服、則雖無禫可也 という注つながったと理解できる。
　つぎに、竹山襄事録の「竹山先生三虞朝夕奠」によれ
ば、 「第五十日」以降、記載 百日目 祭りに止まり、そして 「百ケ日上り」 と記されている。 「上り」 とは 「完了」や「仕上げ」などの意味がある。そのように考えれば、中井家は百日目に「喪祭 （服喪期間中の祭 ）を
終わらせようとしたということになる。はたしてそうであれば、ここでは『喪祭私説』にある竹山の「禫祭を行わず」という意見が尊重され、後の『礼断』にある「二十五月禫」説に賛同する見方は取り入れられ かったことになる。
　一方、竹山と同じく王粛説に賛同して「二十五月禫」










ては別に検討する余地があろう。だが、懐徳堂の礼学研究が依拠した陳澔『礼記集説』は、朱子学的解 主とした科挙試験のためのテキストであるが 竹山らはそれを相対化し いた。中国や朝鮮のよう 科挙試験に囚われることがなかった点は大きかったが、 により懐徳堂の自由かつ批判的な学風がそれを可能にした大きな要因として考えられよう。
　他方中国では、明成祖の永楽年間に定められた科挙定















リの条件は、中国や朝鮮のそれとは比べ物にならなかった。だからこそ、彼らは礼書を研究し、実儀 において儀節の工夫に苦心して、それをもって「礼意」に合致するように努力していた。懐徳堂の礼学 そ 儒 実践は一体のものであった。竹山・履軒らの懐徳堂知識人は礼の思想を生きようとしていたと言い換えてもよい。しかし、それは懐徳堂知識人に限るものではない。朱子『家礼』の受容を通じて儒教儀礼を積極的に実践しようとした、多くの近世日本知識人たち その側面をうかがうことができる。
　本稿は中井竹山・履軒の礼学思想とその儒礼実践 関































するにあたって、実際に 衛湜の『礼記集説』をもとに諸家の注釈を増やしたり減らしたりして完成させた いう。故『礼記集説大全』に引用された礼説・注釈は九割以上衛湜『礼記集説』 それと重なる。同「 《礼記集說大全》修纂取材來源




















竹山・履軒に師事した山片蟠桃は、 その著 『夢の代』 でも、






















































































































































































































































































































































































































































































引用氏名 ・ 書名 （出現順）
原氏名 ・ 書名
引用回数
％
禮記篇名
各篇引用批評
％
二八
葉石林曰
葉夢得
一
〇
･ 〇七
仲尼燕居
  （二八）
四
〇
･ 二七
二九
邵金華曰
邵淵
二
〇
･ 一四
孔子閒居
  （二九）
三
〇
･ 二一
三〇
周延平 （周氏）曰
周諝
五
〇
･ 三四
坊記
 
（三〇）
二三
一
･ 五八
三一
蔡氏曰
蔡氏
二
〇
･ 一四
＊中庸
 
（三一）
經文註疏省略 　〇
〇 　　
三二
張子曰
張載
二
〇
･ 一四
表記
 
（三二）
二二
一
･ 五一
三三
盧氏曰
盧氏
一
〇
･ 〇七
緇衣
 
（三三）
一九
一
･ 三〇
三四
項江陵曰
項安世
一
〇
･ 〇七
奔喪
 
（三四）
五
〇
･ 三四
三五
呂東萊曰
呂本中
二
〇
･ 一四
問喪
 
（三五）
五
〇
･ 三四
三六
真西山曰
真德秀
二
〇
･ 一四
服問
 
（三六）
二
〇
･ 一四
三七
輔慶源曰
輔廣
六
〇
･ 四一
間傳
 
（三七）
三
〇
･ 二一
三八
應金華曰
應鏞
二
〇
･ 一四
三年問
 
（三八）
一
〇
･ 〇七
三九
王新安曰
王氏
一
〇
･ 〇七
深衣
 
（三九）
三
〇
･ 二一
四〇
朱子曰
朱熹
八
〇
･ 五五
投壺
 
（四〇）
六
〇
･ 四一
四一
漢書藝文志曰
漢書藝文志
一
〇
･ 〇七
儒行
 
（四一）
一二
〇
･ 八二
四二
賈氏曰
賈公彥
一
〇
･ 〇七
＊大學
 
（四二）
經文註疏省略 　〇
〇 　　
四三
慕容氏曰
慕容彥逢
一
〇
･ 〇七
冠義
 
（四三）
二
〇
･ 一四
四四
劉清江曰
劉敞
一
〇
･ 〇七
昏義
 
（四四）
二
〇
･ 一四
四五
處叔曰
中井履軒
一
〇
･ 〇七
鄕飲酒義
  （四五）
九
〇
･ 六二
四六
竹山曰
中井竹山
四八一
三二
･ 九九
射義
 
（四六）
四
〇
･ 二七
四七
善按 （竹山按／按）
中井竹山
四八
三
･ 二九
燕義
 
（四七）
四
〇
･ 二七
引用批評回数合計
一四五八
一〇〇
･ 〇
聘義
 
（四八）
五
〇
･ 三四
喪服四制
  （四九）
五
〇
･ 三四
合計
一四五八
一〇〇
･ 〇
中井竹山・履軒の礼学についての一考察 ― 田世民

